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田中未来 ∗

概要
Acta Epsilonica投稿用スタイルファイルの使い方について簡単に説明します.

キーワード: LATEX.

1 スタイルファイルの使い方
Acta Epsilonica に投稿するための原稿は tex ファイルを用いて執筆して下さい. また,

その tex ファイルの冒頭では \documentclass[11pt]{jsarticle} のようにクラスファ
イルを読み込んで下さい. また, スタイルファイルを読み込むために, プリアンブルで
\usepackage{actaepsilonica}として下さい.

この texファイルには 2箇所に % DO NOT EDIT FROM HEREと % TO HEREで囲まれた部分が
あります. この部分は編集しないで下さい.

\TITLEコマンドの引数は原稿の題目として下さい. \AUTHORコマンドの引数は著者名として下
さい. 著者が複数に渡る場合は \andで区切って下さい. 著者名はヘッダにも現れます. もし, 著者
名が長すぎてヘッダが 1行に収まらない場合は \AUTHOR[寿限無]{寿限無寿限無}のように短い著
者名をオプションとして下さい. 著者が複数にわたる場合は第 1著者名に続けて et al. と記入する
のもよいでしょう. また,それぞれの著者の所属や連絡先などを \thanksコマンドの引数として下
さい. キーワードを \KEYWORDS コマンドの引数として下さい. 概要を\ABSTRACT コマンドの引数
として下さい. ただし,随筆や文学作品の場合は概要やキーワードは必ずしも必要ではありません.

なお,スタイルファイルを読み込むときに, \usepackage[onlinefirst]{actaepsilonica}と
して onlinefirst オプションをつけると, Volume と Number が消えて Online First と表示され
ます. これは, 受理された原稿で, どの Volume のどの Number にも割り当てられていないものを
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ウェブで公開する場合に使います. 同様に, notitleheader オプションをつけると, 1 ページ目の
ヘッダが消え, noheaderオプションもつけると 2ページ以降のヘッダが消えます. これらを両方つ
けると Acta Epsilonica っぽさがほぼ消えます. combinednumber オプションをつけると 1 ページ
目のヘッダの Number が Numbers に変わります. これは合併号を発行する場合に使います. なお,

1ページ目のヘッダの Pagesはページ数が 1ページのときは自動的に Pageになるはずです1. また,

noabstractオプションや nokeywordsオプションをつけると,それぞれ概要とキーワードの欄が
消えます. 随筆や文学作品を投稿する際に使用して下さい.

次の節では actaepsilonica.styで使われているスタイルファイルを列挙します. これらと干
渉しないスタイルファイルは自由に使って構いません.

また, このサンプルの末尾に参考文献リストのサンプルを載せておきます. 必ずしもこのフォー
マットに従う必要はありませんが,参考にして下さい. もちろん, bibtexを使っても構いません.

2 actaepsilonica.styで使われているスタイルファイル
actaepsilonica.styで使われているスタイルファイルは以下の通りです:

• geometry.sty: 版面の寸法を決めるもの.

• fancyhdr.sty: ヘッダの様式を決めるもの.

• newtxmath.sty, newtxtext.sty: フォントを Times系にするもの. 数式はこんな感じにな
ります:
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円周率を表す文字を斜体の π ではなく立体の πにしているのは個人的な思想なので無視し
ても構いません. 著者の思想に任せます.

3 更新履歴
• ver 1.0: 公開.

• ver 1.1: 細かいバグの修正.

• ver 1.2: onlinefirst, notitleheader, noheaderオプションの実装.

• ver 1.3: combinednumberオプションの実装と細かいバグの修正.

• ver 1.4: noabstract, nokeywordsオプションの実装.
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1 このあたり buggyです. Bugを発見したら教えて下さい
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